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＜

し

て

 県教育委員会では、８月 11 日（金）～14 日（月）の４日間、愛知県美浜少年自然の家において、「であい ふ
れあい わかちあい 夏合宿」を開催しました。これは、県教育委員会が実施する「愛知県地域活動推進スタ

ッフ養成講座」を修了した青年たちが中心となって企画・運営したもので、県内の小・中・高校生 50 名が、

美浜の自然を楽しみつつ、さまざまな年齢の人たちと交流することを目的とした合宿です。 
今回は、夏合宿を無事に終えた青年スタッフの代表である早川さんに合宿を振り返っていただき、彼らの

熱い夏に迫ります。人や自然との“出会いの素晴らしさ”を、ぜひみなさんも感じてください。 

■

 

＜

■

合 宿 の企 画  ～子 どもたちの笑 顔 を見 たい！～＞  
合宿を通じて、子どもたちに「異年齢の人との出会いの大切さ」と「自然の素晴ら

さ」を感じて欲しいとの願いを込め、企画を行いました。“どのイベントで何を感じ

ほしいか”に重点をおき、それぞれの経験を生かした話し合いを何度も重ねました。
 

ちあい”の瞬間です。「合宿に来てよかった」との声も聞かれ、順調なスタートです。
第 ２日 目  山 の自 然 を満 喫 －団 結 することの楽 しさを味 わおう！■ 

            朝から照りつける日差しの中、班にわかれて、美浜の山

の自然に触れる「山遊び－ Let ’s 山策」を行いました。自然

の中の「面白いと感じたもの」などをデジカメで激写した

り、落ち葉や木の実を拾って、班別に作品を作ったりしま

した。どの作品も子どもたちの個性がでて、太陽もびっく

りするほどの歓声が響き渡っていました。  

午後からは、食材をゲットするためのゲームや竹で食器を作った後、いよいよ野

外炊飯「山の自然でレストラン」の始まりです。カレーライス、ゆで卵、フルーツ

ポンチを班のみんなで協力して作りました。高校生に野菜の切り方を教えてもらっ

たり、火を起こす青年スタッフの隣で一生懸命うちわで扇ぐ子もおり、一人一人の

距離がさらにぐっと縮まりました。異年齢交流の楽しさを実感してもらえたかな。

△  竹 の 食 器 づ く り  
いざ、本 番 ！～気 持 ちを一 つに～＞ 

第 １日 目  おっきな手 とちっちゃな手 が「こんにちは！」■  

８月 11 日。子どもたちが美浜少年自然の家にやっ 

てきました。不安そうな顔の子もいます。子どもたち 

の緊張をほぐすために「ゲームでこんにちは」を行い 

ました。ゲームを通して、初めて会った「ともだち」 

や「せんぱい」と交流していくうちに、緊張がほぐれ、 

子どもたちの表情がみるみるうちに緩やかに！“わか   △  ゲ ー ム で こ ん に ち は  
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＜

第 ３日 目  海 の広 さ・大 きさ、そして、親 の愛 の深 さを感 じてほしい！■ 

 いよいよ、この合宿のメインイベント「エンジョイ !ビーチ」です。班に分かれて、

E ボートで出航！風や波に流されて思うようにボートが前に進まない中、高校生や

中学生が小学生を励まし、みんなで一致団結して一生懸命漕いでいた姿がとても印

象的でした。「みんなが一緒だからがんばれるんだよ！」－うれしい一言でした。  
夜はファイヤーのつどいで、班別にスタンツを披露  

し、歌あり笑いありのほのぼのとした時間を過ごしま  
した。最後の夜ということもあり、我々青年スタッフ  
からサプライズ企画を用意しました。保護者の方に予  
め手紙を書いてもらい、子どもたちに自分だけのキャ  
ンドルの灯りでその手紙を読んでもらいました。輪か  
ら離れて何度も手紙を読み返す子、涙が止まらない子。  △ 親 か ら の 手 紙 を 読 む 子 ど も た ち  
「自分は大切にされているんだ！」－親の思いを一人一人が感じてくれたようです。
第 ４日 目  君 が出 会 った「しん友 」は、「新 友 」？「心 友 」？それとも「信 友 」？■  
 あっという間に４日間が過ぎ、別れの時がきました。寂しい気持ちはもちろんの

こと、自分たちの思いは子どもたちにちゃんと通じたか、いろいろな思いが交錯し

ます。しかし、内海駅での子どもたちの笑顔や涙を見て、「頑張ってよかった！」と

実感しました。子どもたちの“キラリ★”と光る汗や涙、そして笑顔は、みんなの

胸に響きました。この「しん友」との出会いを忘れずにいてほしいですね。 
最 後 に～子 どもたちの笑 顔 、そして涙 から、僕 たちが学 んだこと～＞ 

今回の合宿を経験して、子どもたち同様、青年ス

タッフ自身も年齢や地域を超えた、様々な人との出

会いと交流の大切さ、そして「人は人の中で生きて

いく」ということを改めて実感しました。 

また、参加した子どもたちが、お互いに思いやり、

助け合うなど、日々成長していく姿に感動しました。
自分たちの「しん友」である子どもたちに伝えたい！ 「ありがとう！」 

 

餅つき・日本の伝統的な遊びやクリスマスパーティを通して、異世代交流を行います。  

●日時： 12 月 23 日（土）～ 25 日 (月 ) ２泊３日  

●場所：愛知県青年の家（岡崎市）  

●申込期間： 10 月 31 日 （ 火 ） ま で （ ハ ガ キ で 申 込 。 応 募 者 多 数 の 場 合 は 抽 選 ）  

●定員及び対象：県内の小学４年～高校３年生 50 名程度及び 65 歳以上 30 名程度 

●申込み・問合せ：県教育委員会生涯学習課 052－954－6781（ダイヤルイン） 

●詳細： http://www.manabi.pref.aichi.jp/  
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愛知県生涯学習情報システム「学びネットあいち」では、自分の学習目的に合わせ 

て、講座などの情報を検索できる他、特に学習目的が決まっていなくても、自分の 

予定にあわせて講座情報を検索できる“イベントカレンダー”も充実しています。 

この“イベントカレンダー”を使って学びの世界に飛び込んでみました！ 
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「「学学びびネネッットトああいいちち」」  体体験験レレポポーートト  

現

原画

開催

刈

【【  ささああ、、飛飛びび込込んんででみみよようう！！ 界界  】】  
の声が響き渡る 8 月上旬、イベントカレンダーで

リヤファンタジー計画」を発見しました。カリカリ

？空飛ぶねこトイレ？何やら怪しげな言葉に惹か

、刈谷市美術館へ出かけてみました。 

カリヤファンタジー計画」は、刈谷市の依佐美送信

動物型公衆トイレから広がる、美術家 松岡徹さん

界観が至る所に散りばめられたユニークな企画展。

が空飛ぶねこトイレを目撃したことから、謎の生命

リカリ星人を調査する“博士”を中心に、映画的・

的に仕立た架空の物語から構成されています。 

示は、「博士の研究室」 

士の調査・研究の成 

発表する「カリカリ 

歴史資料室」から成 

謎の生命体カリカリ 

に関する研究資料や 

道具、さらに古い土 

地底宮殿見取り図な 

、細部まで徹底して 

れていました。 

験できるコーナーも 

、展示室を進んでい 
△身近な建物をとり入れ、

空想をよりリアルに! 

リ星人になれる

ーも大人気！ 

 

ありがとう！チョーさん  長新太展ナノヨ 『

代を代表する絵本作家であり、漫画家である長新太。4

を展示するほか、漫画の初版本や遺品や蔵書などの資料

は11月からです。ぜひ、ご覧下さい。       

谷市美術館からのお知らせ 
不不思思議議ななアアーートトのの世世

くうちに、自分が調査員になっ 

たような気がしてきました。 

子どもだけでなく、大人をも 

ファンタジーの世界に取り込ん 

でしまう、不思議な企画展。身 

近な建物を取り入れ、観る人が、 

知らないうちに自ら作品に入り 

込んでいくことで、絵画を鑑賞 

するのとは違ったアートの世界 

の面白さを体験することができました。

△カリカ

コーナ
7 月 2

なって身

で撮り、

自分だけ

ました。

不思議体

い“発

新聞がで

00 冊以

等によ

 （詳細
 

＜ワークショップで空想の世界へ！＞ 

3 日（日）、小学生がカリファン計画の調査員の一員と

近な不思議をカメラ 

写真を切り貼りして、 

の空想の世界を作り 

身近なものを使った 

験に、子どもたちは 
？

ー

し

興味津々で大喜びでした。  △ 側溝から“不思議”を発見！

様々な施設において、大人も子どもも楽しめるユニ

クな取組がたくさん行われています。みなさんも、新
見”を求めて、訪れてみてはいかがでしょうか？

きるまで』から『ころころにゃーん』まで 

上の絵本の中から代表作を含め、約 100 点の

り、長新太の魅力とその人間像をご紹介します。

は⇒http://www.city.kariya.lg.jp/museum/）



              つつななががりりたたいい””   ““

                 その気気 持持 ちちかからら、、始始 めめままししょょうう！！   
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－  お 母 さ ん た ち が 集 う 場 「 マ ザ ー ズ ル ー ム 」

設 立 の き っ か け に つ い て 教 え て く だ さ い 。  

清 水 さ ん （ 以 下 敬 称 略 ）  カ ウ ン セ リ ン グ の 勉

強 を 始 め た 時 、 自 分 と 同 じ よ う に 子 育 て に 悩

む お 母 さ ん を 見 て 、 カ ウ ン セ リ ン グ を 子 育 て

の 場 に 生 か し た い と 思 っ て い ま し た 。 そ ん な

時 、 佐 世 保 の 女 子 児 童 殺 害 事 件 を 知 り 、 親 と

子 ど も の 間 に あ る 感 覚 的 な ズ レ が 広 が っ て い

く よ う な 危 機 感 を 感 じ 、 カ ウ ン セ リ ン グ を 取

り 入 れ な が ら 「 親 が 子 ど も と の 関 わ り 方 を 学

ぶ 必 要 性 を 伝 え た い 」と 思 い 、設 立 し ま し た 。

始 め は 、私 が 一 方 的 に 話 を し て い た の で す

が 、 参 加 し た お 母 さ ん 同 士 の や り と り を 見

て 、 ふ と “ 私 が ”伝 え る 必 要 が あ る の か と 思

い ま し た 。信 頼 で き る 仲 間 と 悩 み を 共 感 し 合

え る こ と で 、 自 分 の 気 持 ち を 安 心 し て 話 せ

る 。私 が 一 方 的 に 指 導 し な く て も 、お 互 い に

共 感 し 合 う 気 持 ち か ら 、自 然 に 自 分 自 身 を 振

り 返 り “ 気 づ き ”も 生 ま れ て く る の で す 。今

は 、お 母 さ ん た ち が 安 心 し て 話 せ る“ 井 戸 端

会 議 ”み た い な も の に 変 わ っ て い ま す（ 笑 ）。

－  安 心 し て 話 せ る 場 が あ る こ と で 、 お 母 さ ん

自 身 の 気 持 ち の 余 裕 も 生 ま れ く る の で す ね 。  

清 水  自 分 の 悩 み を 分 か っ て も ら え る 人 が い る

だ け で 、子 ど も と の 接 し 方 も 変 わ っ て き ま す 。

ど う し て も 精 神 的 に 余 裕 が な い と 、 閉 鎖 的 に

な り 、 内 に こ も っ て し ま い が ち で す か ら 。  

－  気 持 ち が 閉 鎖 的 に な っ て し ま っ た 方 を 、 地

域 で サ ポ ー ト す る 仕 組 み が 必 要 で す ね 。  

清 水  そ の と お り で す 。 行 政 側 で 「 子 育 て 支 援

の ネ ッ ト ワ ー ク 作 り 」 が 進 め ら れ て お り 、 行

政 が 個 々 の 活 動 を 面 で 結 び 、 広 く 広 報 す る こ

と で 、 よ り 多 く の 方 に 活 動 を 知 っ て も ら え ま

す 。 地 域 で 連 携 す る こ と で 、「 つ な が ろ う よ 」

と 差 し 出 し て い る 手 が 、 そ の 手 を 必 要 と し て

い る 方 に も 見 え る よ う に な る と い い で す ね 。

イインンタタビビュューー  「「ここのの人人 にに聞聞 くく！！」」   

 

ここのの人人にに聞聞くく！！   
【 清 水 き よ み さ ん（「 マ ザ ー ズ ル ー ム 」子 育

て 支 援 団 体 代 表 ）】  

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン イ ン ス ト ラ ク タ ー 、 生

涯 学 習 イ ン ス ト ラ ク タ ー 、 ア ー ト フ ァ シ リ

テ ー タ ー な ど 、 様 々 な 分 野 で 講 師 と し て 活

躍 し て み え ま す 。 子 育 て に お け る コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン の 大 切 さ な ど に つ い て 、 前 向 き

に 熱 く 取 り 組 ん で い ら っ し ゃ い ま す 。  
生涯学習に関する様々な活動をしてみえる方にお話を伺い、その方

の信念や活動の源に迫ります。今回は、元気いっぱいの笑顔が印象

的な、清水きよみさんにお話を伺いました。  
－  「 つ な が ろ う よ 」 と い う 手 を 握 り 返 し て も

ら う た め に は 、地 道 な 努 力 が 必 要 で し ょ う ね 。

清 水  「 つ な が ら な く ち ゃ 」で は な く 、「 つ な が

り た い 」 と い う 思 い で 、 人 は つ な が っ て い く

の で す 。 で も 、 つ な が る こ と の 暖 か さ を 感 じ

な い と 「 つ な が り た い 」 と は 思 わ な い 。 活 動

を 通 じ て 、 よ り 多 く 手 を 差 し 伸 べ る こ と で 、

一 人 で も そ の 手 の 暖 か さ を 感 じ て 握 り 返 し て

く れ れ ば い い 、そ ん な 気 持 ち で 続 け て い ま す 。

－  そ の 手 を 通 し て ど う 関 わ り た い の か 、 自 分

自 身 の 問 題 と し て 考 え る こ と が 大 切 で す ね 。

清 水  そ う で す ね 。 子 ど も は 親 か ら 人 と の 関 わ

り 方 を 学 び ま す 。 親 自 身 が 、 子 ど も や 地 域 と

ど う 関 わ り た い の か を し っ か り 考 え な い と 、

子 ど も と は 向 き 合 え ま せ ん 。 人 と 関 わ る こ と

は パ ワ ー が い る け れ ど 、 と て も 大 切 な こ と 。

子 ど も を 持 つ こ と で 、 親 も 一 緒 に 育 つ チ ャ ン

ス だ と 思 っ て 、前 向 き に 考 え て 欲 し い で す ね 。

－  最 後 に 力 強 い メ ッ セ ー ジ を お 願 い し ま す ！

清 水  何 事 に も 共 通 し て 言 え る こ と で す が 、

「 つ な が り た い 」 と 思 う 気 持 ち が “ 始 め の １

歩 ”。そ し て 、と に か く 情 報 を 集 め て く だ さ い 。

そ の 中 か ら 、 自 分 で 選 ん で 思 い き っ て 飛 び 込

ん で み る 。生 涯 学 習 の い い と こ ろ は 、「 今 し か

な い 」の で は な く 、興 味 が あ る か ら 今 は こ れ 、

そ の 次 は こ れ 、 と 終 わ り が な い と こ ろ 。 何 か

に 貪 欲 に 関 わ っ て い く こ と で 、 す て き な 出 会

い が ど ん ど ん 広 が っ て い き ま す よ ！  



「学 びネットあいち」ネットワーク機 関 紹 介  

  一人で悩まず 話してください ～がん 心 のケア ほっとライン～  

「

患者

料電

思い

心が

こ

す。

こと

お

に守

い。

者と

 

たが

の中

気 め

る の

先 果

や に

合 ン

タ ど

で に

し を

聞 ま

し 正

確 良

の

イ

ン い

 

都

供

座

人

★

がん  心のケア  ほっとライン」は、がん

さん・ご家族・ケアする方々のための無

話相談です。つらいことや苦しいことを

のままに話すことで、胸がすーっとして

落ち着きます。すると、迷っていらした

と に も 自 ず か ら 良 い 考 え が 浮 か ん で き ま

ほっとして再び生きる勇気も湧いてくる

でしょう。  

名前もご住所も伺いません。秘密は完全

ります。どうかご遠慮なくお話しくださ

聴き手は、傾聴について学んだがん体験

地方自治体の元電話相談員です。  

が ん も 昔 ほ ど 怖 い 病 気 で は な く な り ま し

、今でも多くの方ががんと診断されて頭
が真っ白になったと言われます。まずは と

「ネットワーク機関」とは生涯学習情報を「
生涯学習関連機関・団体で、

詳しくは愛知県生涯学習推進センター（電話
ホームページ（http://www.manabi.p
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持ちを落ち着けて何が起きたのかを見つ

余裕をもちましょう。それから、主治医

生に診断結果や可能な治療方法とその効

副作用を詳しく聞いて、その中から自分

った治療方法を選択します。がん情報セ

ーや、各がん学会編集のガイドラインな

病気についての正確な情報を得て、参考

てください。主治医の他に専門家の意見

きたい時は、セカンドオピニオンを取り

ょう。多様な治療法を選択するためには

な知識は欠かせませんし、落ち着いて最

選択をするには、心の安定が必要です。  

無料電話相談「がん  心のケア  ほっとラ

」で、不安や怖れを和らげていただきた
願っています。  
がん患者さん・ご家族・ケアする人のための無料電話相談 

「がん 心のケア ほっとライン」  

TEL：０５２－８３６－７５６５ 

毎週木曜・金曜 １０：００～１６：００（祝日休み） 
学びネットあいち」に提供してくださる 
随時募集しています。 
052-961-5333）にお問合せいただくか、 
ref.aichi.jp/）をご覧ください。 

 

愛知県生涯学習情報システム「学びネットあいち」では、いつでもどこでも、ご自分の

合にあわせて学習することができるよう、Web 用の学習教材「学習コンテンツ」を提

しています。現在約 250 のコンテンツがあり、県立大学の公開講

や指定無形民俗文化財などを、動画でみることができます。  

権教育に関する教材も掲載していますので、ぜひご覧ください！  

学習コンテンツガイド★  

http://www.manabi.pref.aichi.jp/general/gaido/gaido-p/top.htm 

                                  △ 人 権 教 育 用 教 材

 

学びネットあいちからのお知らせ

http://www.manabi.pref.aichi.jp/general/gaido/gaido-p/top.htm


生 涯 学 習 支 援 ボランティアセンターだより 

  
生涯学習“ボラセン”だより生生涯涯学学習習““ボボララセセンン””だだよよりり

みなさんの学習活動を支援するため、様々な機会に得た知識・技能

や経験を他の方々の学習に生かす活動を行う方や団体に呼びかけ、「生涯学習支援ボランテ

ィアバンク」を設置しています。ボランティアバンクに登録していただいている方と関連す

るグループ・団体を実際に訪問し、活動する様子をみなさまに紹介します！

「

の

活

習

と

“裏方”として地域活動を支援する！

 
 
 

 犬山市民活動支援セン

が建ち並ぶ風情ある一角に

広い活動を支援し、また様

と人の交流等を促進する「

 このセンターの管理や運

託を受けた「しみんていの

様々な事業を展開していま

子 育 て 支 援 」、「 青 少 年 の

団体が活動しやすい環境づ

いるそうです。

 山 崎 さ ん は こ れ ら の こ

事務局を切り盛りしていま

は 裏 方 に 徹 し 、「 事 務 局

『表』に出ないようにして

アが楽しく関われるように

な 活 動 に よ り 多 く の 人 が

りを心がけています。」と

ことを語ってくださいまし

 センターを訪れた日は、

の夏休み工房が開催されて

「おりがみ折るぞ！」。会
（特）犬山市民活動支援センターの会（通称：しみんていの会）」

事務局長としてセンターを管理・運営する山崎隆治さん。地域の

動を支える縁の下の力持ちです。愛知県教育委員会主催の生涯学

ボランティアコーディネーター養成講座にも、この講座の修了生
して企画や運営に協力していただきました。
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ターは、伝統的な町家

あります。地域の幅

々な情報の交換や人

拠点」です。

営は、犬山市より委

会」が行っており、

す。特に「乳幼児の

健 全 育 成 」、「 地 域 の

くり」に力を入れて

と が 円 滑 に 進 む よ う

す。ただ、山崎さん

の 人 間 は 出 来 る だ け

います。ボランティ

気を配ったり、様々

参 加 で き る 体 制 づ く

日々気を付けている

た。

しみんていの会主催

いました。テーマは

員の方が講師となり、

さ

め

楽

み

大

し

 

ト 、

も

し

よ

加

△ 取 材 当 日 は 、 折 り 紙 教 室 が 行 わ れ て い ま し た 。
ら に は 会 の 登 録 団 体 の メ ン バ ー が 託 児 の た

に 待 機 し 、 参 加 者 が 心 お き な く 、 折 り 紙 を

し め る 環 境 が 実 際 に 整 っ て い ま し た 。 夏 休

の 宿 題 の た め に 参 加 す る 子 が 多 い ら し く 、

勢 の 子 が 賑 や か に 「 か ぶ と む し 」 等 に 挑 戦

ていましたよ。

秋 に は 、「 “ 森 と 遊 ぼ う ！ ”」 と い う イ ベ ン

が開催される予定です。森の中で遊んだり

の づ く り を 体 験 し た り 、 お や つ 作 り に 挑 戦

た り 、 一 日 中 森 を 満 喫 で き る プ ロ グ ラ ム の

う で す 。 詳 細 を 確 認 の 上 、 ぜ ひ 皆 さ ん も 参
してはいかがですか。

★「しみんていの会」の活動は・・・

TEL:０５６８－６１－７７１０

http: / /www.inuyama-shiminte i . com 



 
 
 
 
 
 
 
      

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
      

      

７月下旬、２日

書館子どもまつり

プによる朗読会や

なイベントが行わ

歓声が響き渡る中

キラキラさせた子

り方を熱心に教え

になって、一人で

えましい雰囲気が

中根さんは日

市、常滑市、大府

習に関する意識調

の交流体験活動に

今回は、大府市中

営に携わりました

つ、地域の行事に

様々なことを感じ

主催する自分たち

ましたね。そうす

人や子どもたちに

サッカーの日本代

化することだと言

求められているよ

関心がありながら

に、ボランティア

活躍しているボラ
              

          

 
 
 

            

            

間に渡り、大府市中央図書館で「図

」が開催され、ボランティアグルー

中学生による絵本クイズなど、様々

れました。子どもたちの楽しそうな

、工作教室のブースにおいて、目を

どもたちに囲まれて、竹とんぼの作

る、中根さんを見つけました。夢中

３本も作った子もおり、とてもほほ

広がっていました。 

本福祉大学の研究室の活動で、半田

市の教育委員会と連携して、生涯学

査及び分析活動や、地域の子どもと

取り組んでいます。その一環として、

央図書館子どもまつりの企画及び運

。中学生の実行委員をサポートしつ

主体的に関わることで、中根さんは

たそうです。「今回は『イベントを

が楽しむ』ということを特に意識し

ると、自分たちの思いが、地域の大

も自然に伝わるんです。そして、楽
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日本福祉大学大学院で中川研究室に所属し、大学と市町村が連携

して行う生涯学習活動に積極的に関わる中根綾さん。研究室での

地域活動が、自分自身を大きく変えるきっかけになったそうです。

今回ご紹介する活動の他にも、愛知県教育委員会主催事業に協力

していただくなど、多岐にわたる活動をしてみえます。  

表監督となったオシム氏は、再建の方策は

っています。当たり前のことを人から押し

うに思われます。そして、ボランティア活

、何処で何をしたら良いか分からず、一歩

センターが少しでもお手伝いできればと考

ンティア活動のリーダーやコーディネータ

し

ん

 

イ

ま

「

え

年

い

 

自

そ

な

△ 図 書 館 ま つ り で の 様 子  

 

地域活動から“自分”を育てる！ 
い時間を共有することで、世代の壁とか距離が、ど

どん縮まっていくんですね」 

8 月中旬に行われた反省会では、中学生も含めた各

ベントの担当者から、問題点や感想などが報告され

した。サポーターとして携わった地域の方からは、

中学生が小学生に絵本の面白さや工作の楽しさを教

、その中学生を大学生がサポートする。こうした異

齢交流は日常ではあまり機会がないので、とても良

取組だったと思う」とのコメントがありました。 

中根さん自身、人との出会いを通じて、地域の中で

分が育っていることを、活動の都度、実感している

うです。“地域だからこそ学べること”－この貴重
  

日本人の

つけられ

動も同様

を踏み出

えていま

ーとの連

経験を
      
                、後輩に伝えていきたいとのことでした。 
つぶやき ～ボラセン担 当 より～
特性を生かすこと、オシム流に言えば日本

ずに自分なりに当たり前にすることが、今

です。ボランティア活動に 
せないでいる人たちのため 
す。そのためにも、地域で 
携を深めていきたいと思います。 



生 涯 学 習 推 進 センターだより 

 

 
秋も深まる 11 月。愛知県生涯学習推進センターにて、「生涯学習イベントの日～秋色染まるウィークエンド～」を

開催します！講演会やコンサートをはじめ、体験教室、ステージ発表など、芸術の秋を体感できるイベントです。入

場は無料ですので、ご家族、お友達を誘ってお越しください！ 

日  時 １１月 ４日 (土 )  １０：００～１７：００ 
入 場 無 料 ！ 

場  所 愛 知 県 生 涯 学 習 推 進 センター (東 大 手 庁 舎 ２階 ) 

                                           

名古屋大学大学院文学研究科長・文学部長で、「タモリのジャポニカロゴス」

（フジＴＶ系・毎週火曜日 23 時放送）に出演中の町田 健先生に講演をしていた

だきます。日本語には地域・世代間による方言が存在し、この違いは言語全体

の変化につながると考えられます。どうしてこのような変化が生じるかなど、言語

の本質についての話題と絡めながら、楽しく分かりやすくお話いただきます。 

時間： 午前１０時～午前１１時３０分 定員：２００名

講演会 

「 ”弦楽五重奏団+ソプラノ歌手”による競

ララ

愛知県生涯学習推進センター 
電話：052-961-5333  FAX：052-96

ホームページ ：http://www.manabi.pref.aichi.jp/

時 間  午 後 ３ 時 ３ ０ 分 ～ 午

〔曲 目 〕 アイネ・クライネ・ナハトム

  日 本 の歌   他

問 合 せ・申 し込 みは・・・

体体験コーナー・ステージ発表表

・体 験 コーナー (  気 功 教 室 ・ハーブ教 室 ・押 し花 作 り・ボデ

・ステージ発 表  (  人 形 劇 ・コーラス・スクエアダンス 他  )  

・パソコン講 座  (  カレンダー作 成 ・表 計 算 ・文 書 作 成  他  

・作 品 展 示 ( 絵 画 ・アルミ缶 アート・書 ・俳 句  他  )  

★ 金 魚 す く い も あ り ま す

～セントラル愛知交響楽団～

-17-
講演会
演」

ウウンンジジココンンササーートト
後 ５ 時  

ジーク 第 １楽 章

ィーペイント 他  )  

)  

！ ！
験コーナー・ステージ発
1-0232 



 

技術的・専門的な学習ができる講座が県内の各地で開催されています。講座の様子や、参加された

方の声を紹介します！ 

生 涯 学 習 推 進 センターだより 
か 。

実

①

②

③

 、

初

れ

の

＜学校開放講座＞

【ふれあい陶芸教室】  
7 月 2 日(日)～8 月 6 日(日) 
＜地域開催講座＞

お

い

・

・

【おとなの心得経済学】 
7 月 1 日(土)・7 月 8 日(土) 

 

１０月 １日 （日 ）・８日 （日

放 送 時
 

すてきな人

実 りある毎 日 のために

『家 族 も応 援

『半 島 大 好 き 

詳 細 はこちら

『かくしゃ

グラフィックデザイン(緑丘商業高等学

されます。ぜひみなさんも参加して、

学校開放講座   http://ww

地域開催講座   http://ww
岩倉総合高校では、陶芸教室を行いました。参加者は 20 代

ら 70 代までと幅広く、20 名の方々が楽しく参加されました

習内容は、以下のとおりです。 

 電動ろくろによる湯飲み・茶碗作り 

 手捻りによるコーヒーカップ・一輪挿し造り 

 絵付け実習(皿・湯飲み) 

参加された方からは、「先生が丁寧に教えてくださったので

めてで不安でしたが、楽しく参加できました」との声が聞か

ました。出来上がった作品はどれも素晴らしく、満足と自信

笑顔がうかがえました。 
瀬戸市では、ファイナンシャルプランナーの山本節子先生を

迎えし、「おとなの心得経済学」というテーマで講義をして

ただきました。参加された方の声を紹介します。  
 今まで株式や経済の流れについてあまり考えることが無か

ったけれど、今回の受講で物に対する見方、考え方が変わっ

ていくような気がします。 
 今後の資産運用について勉強しようと思い受講しました。

投資について日頃知りたいと思っていたことを具体的に話

していただき、とてもよい勉強になりました。       

）、「かくしゃく人生」を中京テレビで放送します！ 

間  午 前 ６：００～６：３０ 

生 を送 っている方 を紹 介 します。 

、新 しい「生 きがい」を見 つけてみませんか？ 
 

◆ １日 の番 組 内 容  ◆ 

 夢 芝 居 』 『夫 婦 で奏 でるハーモニー』 

◆ ８日 の番 組 内 容  ◆ 

いけいけ先 生 』 『炭 焼 きの里 の元 気 先 生 』 

→ht t p : / /www .manab i . p r e f . a i c h i . j p /  

く人生』がはじまります！ 

校)、日本人のデザイン力(豊橋市)については、これから受付が開始 

より専門的な学習をしてみませんか？詳しくはこちらをご覧ください！ 

w.manabi.pref.aichi.jp/center/concours/gakkou.html 

w.manabi.pref.aichi.jp/center/concours/chiiki.html 
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ボボラランンテティィアア活活動動推推進進フフォォーーララムム【【愛愛知知大大会会】】参参加加者者募募集集  

テーマ：「防犯ボランティア活動を促進するためには」 

★ 記 念 講 演 ★ ★★  記記  念念  講講  演演  ★★  

堀 尾 正 明 氏 （NHKアナウンサー） 

演 題 「ご近所の底力から見る地域の教育力」 

★ 防犯活動を行う団体からの実践事例発表 ★ ★★  防防犯犯活活動動をを行行うう団団体体かかららのの実実践践事事例例発発表表  ★★  
コメンテーター：渡邉 正樹 氏（東京学芸大学教授） 

アドバイザー ：渡邊 彰  氏（愛知県警察本部生活安全部 

生活安全総務課地域安全対策室長） 
＜発表団体＞ 

（１）愛知子ども守り隊 （中京大学の学生の皆さん） 

（２）稲沢レディースパトロール隊  （稲沢市連合婦人会の皆さん） 

（NH（３）吉浜こっこパトロール隊 （高浜市吉浜小学校区の皆さん）  

★ アトラクション ★ 大治太鼓保存会による和太鼓演奏★★  アアトトララククシショョンン  ★★

＜開催日時＞  平成 18年 10月 23日（月） 午後 0時 45分～午後4時

＜開催場所＞  名古屋港湾会館ホール（名古屋市港区）※地下鉄「名古屋港駅」

＜定  員＞  500名（先着順） 

※ 定員を超えた後にお申し込みいただき、参加できない方についてはご連絡さしあげ

は参加できますので、お出かけください。 

＜お申込み方法＞ 申込み期限：平成18年 10月 10日（火）必着 

◆ FAX で申し込む場合 ◆ 

開催チラシ裏面の「参加申込書」に必要事項を記入の上、０５２－９６１－０２３２

※ 開催チラシは、学びネットあいち（http://www.manabi.pref.aichi.jp/）よりダウ

◆ ハガキで申し込む場合 ◆ 

フォーラム参加希望と明記のうえ、「お申し込み代表者の方の氏名」、「連絡先電話番

加を希望する人数」をご記入いただき、県生涯学習推進センター（〒460-0001 名

区三の丸３－２－１ 東大手庁舎２階）までお送りください。 

＜お問合せは＞ 県教育委員会生涯学習推進センターグループ（電話 052-961-533

生涯学習情報誌「まなびぃあいち」は、生涯学習に取り組むみなさんと、愛知県生涯学習推進

です。｢こんなことを取り上げて欲しい！｣｢こんな情報がほしい！｣｢活動を取材してほしい！｣

です。ご意見等を下記までお寄せください。 

〒460-0001 名古屋市中区三の丸三丁目 2 番 1号 愛知県生涯学習推進センター 

ファクシミリ：052-961-0232 mail：info@manabi.pref.aichi.lg.jp 

この印刷物は古紙再生紙を使用しています。 

参参  加加  者者  募募  集集 
（（入入場場無無料料・・事事前前申申込込要要））   
堀尾正明氏 
K アナウンサー）

30分 

下車 2番出口徒歩3分 

ます。連絡がない場合

へ 

ンロードできます。 

号」、「参 

古屋市中 

3） 

生涯学習のマスコット

“マナビィ” 

センターを結ぶ広報誌

、どんなことでも結構
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